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第
四
百
七
十
一
回 

青
葉
会
選
句
表 

令
和
七
年
七
月
二
十
四
日(

木)  
 

誌
上
句
会 

選 
 
 

者 

川
口
孤
舟 

投
句
・
選
句 

 

柿
崎
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

熊
谷
く
に
お 

小
早
健
介 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

 

佐
藤
た
だ
し
げ 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

西
澤
國
護 

福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

山
崎
亜
也 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

 
 

伊
賀
山
そ
ら
お
、
梅
崎
く
す
を 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖ 

【
互 

選 

句
】 

 
 

◎
は
弧
舟
選
者
の
選 

 
 

選
者
欄
（
括
弧
内
）
の
〇
は
選
者
の
「
天
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

十
三
点 

 

◎
遠
雷
や
父
の
小
言
を
ふ
と
思
ふ 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 

（
そ
・
く
す
・
弧
・
〇
と
・
た
・
清
・
己
・
堂
・ 

國
・
百
・
亜
・
天
・
盛
） 

 

八
点 亡

き
ひ
と
を
語
り
て
生
か
す
生
ビ
ー
ル 

 

と
み
子 

 
（
そ
・
忠
・
た
・
孝
・
〇
龍
・
清
・
隆
・
正
） 

 

七
点 涼

し
さ
や
写
経
の
墨
の
香
ほ
の
か 

 
 
 
 

堂
哉 

 

（
く
・
千
・
た
・
康
・
己
・
昇
・
天
） 

◎
戯
れ
に
漕
ぐ
金
婚
の
恋
ボ
ー
ト 

 
 
 
 
 
 

昇 
 

（
弧
・
そ
・
健
・
孝
・
〇
己
・
け
・
〇
盛
） 

 

六
点 闇

の
夜
は
蛍
を
星
へ
解
き
放
つ 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

  

（
〇
そ
・
く
・
と
・
た
・
孝
・
康
） 

下
闇
や
手
に
乗
る
ほ
ど
の
石
仏 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏  

 

（
く
・
五
・
堂
・
啓
・
亜
・
天
） 

六
道
の
辻
に
飴
買
ふ
日
の
盛
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
く
・
千
・
啓
・
け
・
亜
・
三
） 

◎
翳
り
な
き
医
師
の
笑
顔
や
虹
二
重 

 
  
   

 
 

堂
哉 

 

（
〇
く
す
・
弧
・
孝
・
昇
・
三
・
盛
） 

 

五
点 逆

上
が
り
繰
り
返
す
子
へ
夕
焼
か
な 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 

（
く
・
康
・
堂
・
ゆ
・
亜
） 

午
後
の
お
茶
胡
瓜
サ
ン
ド
の
塩
加
減 

 
 
 
 
 

千
恵 

 

（
忠
・
正
・
啓
・
け
・
亜
） 

◎
解
脱
し
て
蝉
は
殻
の
み
残
し
け
り 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 

（
弧
・
健
・
隆
・
百
・
天
） 

炎
帝
の
統
べ
を
る
街
や
痩
せ
鴉 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
健
・
千
・
清
・
ゆ
・
三
） 

◎
古
代
蓮
甕
に
咲
か
せ
て
札
所
守 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 

（
く
す
・
弧
・
五
・
昇
・
亜
） 

 

四
点 冷

奴
箸
の
先
か
ら
風
通
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 

（
五
・
國
・
け
・
三
） 

書
に
倦
み
て
老
鶯
に
聞
く
声
優
し 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
〇
孝
・
己
・
け
・
三
） 

夏
帽
子
か
な
り
に
若
さ
取
り
戻
し 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 

（
忠
・
龍
・
啓
・
盛
） 

◎
老
教
授
麻
の
上
下
を
着
こ
な
せ
り 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 

（
弧
・
龍
・
堂
・
天
） 

◎
老
鶯
や
跡
取
り
無
き
家
の
墓
仕
舞 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 

（
弧
・
康
・
ゆ
・
啓
） 
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三
点 

｢
役
満｣

と
友
の
雄
叫
び
昼
寝
覚 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
く
す
・
昇
・
盛
） 

甲
虫
（
か
ぶ
と
む
し

）
興
味
な
き
孫
中
学
生 

 
 
  

 

天
牛 

 
 

（
忠
・
〇
健
・
隆
）・ 

◎
た
め
息
を
少
し
漏
ら
し
て
水
中
花 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
弧
・
五
・
清
） 

喉
元
を
煩
悩
過
ぐ
る
生
ビ
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
孝
・
百
・
三
） 

 

二
点 日

傘
さ
す
女
性
の
姿
皆
似
合
う 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
隆
・
天
） 

先
代
も
先
々
代
も
海
鞘
で
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

（
百
・
亜
） 

裏
小
路
昏
れ
て
新
内
流
し
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
己
・
堂
） 

放
牧
の
牛
の
涎
や
草
茂
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
く
・
啓
） 

綿
津
見
の
神
に
拝
礼
夏
の
島 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
そ
・
健
） 

反
り
身
に
て
写
す
山
笠
旅
の
朝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
千
・
百
） 

夏
の
日
の
ま
す
ま
す
旺
水
み
く
じ 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
と
・
千
） 

洩
れ
る
ま
で
水
た
つ
ぷ
り
と
釣
忍 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

（
た
・
堂
） 

飯
粒
の
残
り
目
高
に
こ
の
ご
時
世 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
く
す
・
忠
） 

初
西
瓜
思
い
の
ほ
か
の
甘
さ
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

（
國
・
隆
） 

水
ナ
ス
の
鮮
や
か
な
色
飯
進
む 

   
   

    
  

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
龍
・
國
） 

梅
雨
晴
れ
て
白
雲
流
る
潦 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

堂
哉 

 
 
 

（
己
・
昇
） 

◎
向
日
葵
は
平
和
な
国
に
咲
い
て
こ
そ 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
く
す
・
弧
） 

金
魚
美
し
雨
を
受
け
た
る
甕
の
中 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
康
・
け
） 

◎
揚
羽
蝶
ラ
イ
ム
の
棘
の
鋭
さ
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
弧
・
と
） 

睡
蓮
を
つ
つ
く
緋
鯉
の
目
の
強
さ 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

（
清
・
ゆ
） 

 

一
点 毛

虫
出
た
こ
れ
も
小
さ
な
命
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
隆
） 

汗
か
い
て
あ
っ
ち
こ
っ
ち
の
医
者
通
い 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
そ
） 

青
田
に
も
彩
に
濃
淡
あ
り
に
け
り 

 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

（
龍
） 

青
田
風
か
つ
て
伊
都
て
ふ
国
あ
り
し 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
と
） 

ア
ッ
パ
ッ
パ
身
を
自
在
に
と
ス
ト
レ
ッ
チ 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

（
正
） 

母
好
む
緩
き
は
つ
た
い
練
つ
て
を
り 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
〇
正
） 

船
乗
り
の
粋
な
白
シ
ャ
ツ
遠
く
映
ゆ 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 

（
龍
） 

住
職
と
共
に
唱
え
る
盆
の
経 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

（
正
） 

雷
誘
う
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
気
温
下
げ  

   
      

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
國
） 

菖
蒲
咲
く
潮
来
の
名
所
舟
巡
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
ゆ
） 

風
鈴
で
お
客
出
迎
え
伊
香
保
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
ゆ
） 

緑
樹
陰
ベ
ン
チ
に
休
む
散
歩
道 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
國
） 

青
楓
出
湯
の
瀬
戸
の
音
高
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
五
） 

盆
帰
省
実
家
を
遠
慮
ホ
テ
ル
泊 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
健
） 

新
盆
で
戒
名
読
め
ず
ス
マ
ホ
出
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
た
） 

七
夕
や
世
界
の
平
話
祈
念
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 

（
ゆ
） 

白
南
風
に
火
箸
ふ
う
り
ん
四
重
奏 

 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

（
〇
昇
） 
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夕
闇
の
迫
る
葎
や
猫
の
声 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
五
） 

開
襟
や
ル
ー
プ
あ
り
て
の
レ
ト
ロ
感 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

（
千
） 

式
日
の
武
官
の
脚
元
白
き
靴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
清
） 

サ
ン
グ
ラ
ス
夜
目
遠
目
に
も
似
た
る
か
な 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
盛
） 

向
日
葵
や
プ
ー
チ
ン
だ
け
が
笑
っ
て
る 

 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

（
正
） 

生
涯
を
非
戦
に
生
き
て
浴
衣
掛 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
と
） 

万
緑
に
唯
一
無
二
の
新
横
綱 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
忠
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖ 

【
句 

評
・
短 

評
】 

十
三
点
句 

 

遠
雷
や
父
の
小
言
を
ふ
と
思
ふ 

 
 
 
 

忠
彦 

 
 

弧
舟
選
者
・
・
・
雷
親
父
の
よ
う
な
厳
格
な
父
だ
っ
た
が
大
好
き
だ
っ
た
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
今
も
心
に
響
く
お
小
言
で
し
ょ
う
か
。
素
敵
な
お
父
様
で
す
ね
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
地
震
雷
火
事
親
父
を
思
い
出
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
遠
雷
と
父
の
小
言
、
ま
さ
に
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
向
田
邦
子
の
世
界
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
地
震
・
雷
・
火
事
・
親
父 

を
す
ぐ
思
い
出
し
ま
し
た
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
親
の
意
見
と
茄
子
の
花
百
に
ひ
と
つ
も
ム
ダ
が
無
い
。
と
か
。 

 

八
点
句 

亡
き
ひ
と
を
語
り
て
生
か
す
生
ビ
ー
ル 

 

と
み
子 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
亡
き
人
が
話
の
中
で
よ
み
が
え
る
、
納
得
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
こ
の
方
は
何
と
幸
せ
。 

 

次
の
方
も
何
と
幸
せ 

❮

百
歳
を
拍
手
で
送
る
葬
涼
し 

=

朝
日
俳
壇 

7

月6

日=
❯  

隆
さ
ん
・
・
・
・「
生
か
す
」
を
具
体
的
に
し
た
ほ
う
が
い
い
。「
亡
き
ひ
と
に
呑
ま
せ
て
あ
げ
た
や
生
ビ
ー
ル
」 

 

七
点
句 

涼
し
さ
や
写
経
の
墨
の
香
ほ
の
か 

 
 
 
 

堂
哉 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
静
寂
の
中
で
の
写
経
。
感
じ
が
な
ん
と
な
く
伝
わ
っ
て
来
ま
す 

天
牛
さ
ん
・
・
・
墨
の
香
で
一
層
の
涼
し
さ
を
感
じ
る
。 

戯
れ
に
漕
ぐ
金
婚
の
恋
ボ
ー
ト 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

弧
舟
選
者
・
・
・
く
れ
ぐ
れ
も
真
剣
に
漕
い
で
事
故
の
な
い
よ
う
に
。 

正
己
さ
ん
・
・
・
い
つ
ま
で
も
そ
う
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。
ボ
ー
ト
ま
で
金
色
に
輝
く
よ
う
に
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
お
元
気
で
何
よ
り
で
す
。 

 

六
点
句 

闇
の
夜
は
蛍
を
星
へ
解
き
放
つ 

 
 
 
 
 

孤
舟 

   

く
に
お
さ
ん
・
・
「
解
き
放
つ
」
は
「
放
ち
け
り
」
で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
美
し
い
蛍
の
夜
で
す
ね
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
闇
夜
の
蛍
、
情
景
が
美
し
い 
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下
闇
や
手
に
乗
る
ほ
ど
の
石
仏 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏  

  
五
郎
太
さ
ん
・
・
意
外
な
と
こ
ろ
に
小
さ
な
石
仏
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
中
七
が
い
い
。
こ
れ
も
仏
心
の
表
れ
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
路
傍
の
石
仏
は
小
さ
く
か
わ
い
い
。   

     

六
道
の
辻
に
飴
買
ふ
日
の
盛
り 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
六
道
の
辻
は
京
都
の
鳥
辺
山
で
し
ょ
う
か
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・「
六
道
」
の
意
味
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
自
分
は
ど
の
道
を
行
か
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
案
し 

つ
つ
「
飴
を
買
ふ
」
で
現
実
に
戻
る
と
こ
ろ
に
可
笑
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
夕
暮
れ
ど
き
に
な
れ
ば
幽
霊
が
買
い
に
来
る
。 

翳
り
な
き
医
師
の
笑
顔
や
虹
二
重 

 
 
    

 
 

堂
哉 

 
 

弧
舟
選
者
・
・
・
た
い
し
て
深
刻
な
病
状
で
な
い
こ
と
を
告
げ
ら
れ
一
安
心
。 

 

五
点
句 

逆
上
が
り
繰
り
返
す
子
へ
夕
焼
か
な 

 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
一
生
懸
命
練
習
し
て
い
る
子
を
夕
焼
が
や
さ
し
く
包
ん
で
い
る
。
い
い
光
景
で
す
ね
。
明
日
へ
の 

希
望
も
感
じ
ら
れ
る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
私
も
苦
労
し
ま
し
た
。
人
気
の
な
い
運
動
場
で
黙
々
と
頑
張
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
季
語
が
良
い 

で
す
ね
！ 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
頑
張
れ
と
声
を
か
け
た
く
な
り
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
思
い
出
す
少
年
だ
っ
た
日
々
は
、
な
ぜ
か
夕
暮
ど
き
と
結
び
つ
い
て
い
る
。 

午
後
の
お
茶
胡
瓜
サ
ン
ド
の
塩
加
減 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
た
し
か
に
塩
加
減
が
肝
心
。 

解
脱
し
て
蝉
は
殻
の
み
残
し
け
り 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

弧
舟
選
者
・
・
・
蝉
の
脱
皮
は
解
脱
し
た
結
果
な
の
だ
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
鳴
か
ぬ
ま
ま
空
蝉
だ
け
を
残
し
け
り
」
で
も
。
今
年
の
夏
も
蝉
は
鳴
か
な
い
。
な
に
が
あ
っ
た
か
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
蟬
に
解
脱
の
意
識
が
あ
る
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
素
直
に
同
感
し
ま
し
た
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
蝉
の
解
脱
と
は
面
白
い
。 

炎
帝
の
統
べ
を
る
街
や
痩
せ
鴉 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
炎
帝
の
な
す
が
ま
ま
ど
う
に
も
な
ら
な
い
今
日
こ
の
頃
の
私
た
ち
。
鴉
も
同
様
に
夏
痩
せ
し
て
し
ま 

う
の
で
し
ょ
う
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
瘦
せ
鴉
が
面
白
い
で
す 

三
恵
さ
ん
・
・
・「
炎
帝
」
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
瞬
間
「
炎
暑
の
世
界
」
の
絶
妙
な
擬
人
化
。
痩
せ
鴉
は
、
自
然
の
前 

に
は
な
す
す
べ
も
な
い
我
々
人
間
と
見
立
て
る
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
こ
れ
も
自
分
た
ち
が
蒔 

い
た
種
。
戒
め
と
し
て
ガ
ツ
ー
ン
と
心
に
き
ま
し
た
。 

古
代
蓮
甕
に
咲
か
せ
て
札
所
守 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

弧
舟
選
者
・
・
・
お
遍
路
さ
ん
を
迎
え
る
寺
側
の
温
か
い
心
遣
い
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
下
五
が
効
い
て
い
ま
す
。
久
保
田
城
址
で
大
賀
蓮
を
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
甕
の
中
で
咲
い
て
い
る
風
情
に
好
感
。 

 

四
点
句 

冷
奴
箸
の
先
か
ら
風
通
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 
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五
郎
太
さ
ん
・
・「
風
通
り
」
の
気
付
き
。
涼
し
さ
が
さ
ら
っ
と
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。 

書
に
倦
み
て
老
鶯
に
聞
く
声
優
し 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

孝
さ
ん
・
・
・
・
読
書
に
あ
き
て
来
た
頃
に
優
し
い
鶯
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
そ
の
心
地
よ
い
気
分
が
理
解
で 

き
る
。 

夏
帽
子
か
な
り
に
若
さ
取
り
戻
し 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
猛
暑
続
き
の
こ
の
夏
。
せ
め
て
お
気
に
入
り
の
帽
子
で
若
さ
を
取
り
戻
す
。
心
意
気
よ
し
。 

老
教
授
麻
の
上
下
を
着
こ
な
せ
り 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

弧
舟
選
者
・
・
・
麻
服
は
大
正
時
代
の
遺
物
と
な
っ
た
よ
う
だ
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
教
授
の
ご
専
門
は
何
   

“
蓮
如
の
生
活
▪
酷
夏
の
処
し
方"

と
か 

想
像
し
て
し
ま
い
ま
す
が
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
誠
に
僭
越
で
す
が
、
下
五 

の
最
終
講 

で
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？ 

懐
か
し
い
景
色
が
浮
か
ん
で 

来
ま
し
た
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
麻
の
上
下
が
効
い
て
い
る
。
今
ど
き
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

老
鶯
や
跡
取
り
無
き
家
の
墓
仕
舞 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

弧
舟
選
者
・
・
・
家
系
を
守
る
の
が
難
し
い
時
代
に
な
っ
て
き
た
。 

 

三
点
句 

｢

役
満｣

と
友
の
雄
叫
び
昼
寝
覚 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
昭
和
の
、
麻
雀
ブ
ー
ム
。
懐
か
し
い
話
で
す
。 

甲
虫
（
か
ぶ
と
む
し

）
興
味
な
き
孫
中
学
生 

 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
や
や
拍
子
抜
け
な
が
ら
、
成
長
に
驚
き
喜
ん
で
い
ま
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
い
ま
の
子
供
た
ち
は
、
甲
虫
よ
り
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン
で
し
ょ
う
か
。
虫
愛
で
る
人
は
大
幅
減
少
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
甲
虫
見
向
き
も
せ
ず
に
孫
は
過
ぐ
」
と
し
た
い
。 

た
め
息
を
少
し
漏
ら
し
て
水
中
花 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

弧
舟
選
者
・
・
・
水
中
花
を
水
に
浸
す
と
多
く
の
泡
が
生
じ
る
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
色
々
と
想
像
を
促
し
ま
す
ね
。
や
は
り
女
性
の
句
？ 

喉
元
を
煩
悩
過
ぐ
る
生
ビ
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
あ
の
喉
越
し
の
一
瞬
の
爽
快
感
に
乾
杯
！ 

 

二
点
句 

日
傘
さ
す
女
性
の
姿
皆
似
合
う 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
日
傘
は
女
の
小
道
具
。
浮
世
絵
か
ら
も
女
性
の
印
象
を
受
け
取
る
と
坂
東
玉
三
郎
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

「
日
傘
さ
す
女
に
男
は
一
目
惚
れ
」
で
も
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
夜
目
遠
目
傘
の
う
ち
、
を
思
い
ま
す
。 

先
代
も
先
々
代
も
海
鞘
で
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
な
ぜ
海
鞘
な
の
か
、
海
鞘
が
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
当
然
に
自
分
も
？ 

裏
小
路
昏
れ
て
新
内
流
し
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
実
景
で
し
ょ
う
か
？
蛍
池
て
も
近
く
の
酒
屋
の
お
ば
あ
さ
ん
の
三
味
線
の
音
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た 

反
り
身
に
て
写
す
山
笠
旅
の
朝 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
博
多
祇
園
祭
り
と
知
り
ま
し
た
。 

大
き
な
山
車
を
撮
る
に
は
角
度
に
よ
っ
て
は
反
り
身
に
な
る
し 

か
な
い
で
す
ね
。
懸
命
さ
に
可
笑
し
み
が
・
・
・ 

百
合
子
さ
ん
・
・
朝
か
ら
繰
り
出
し
て
写
真
を
撮
り
ま
く
っ
て
い
る
作
者
の
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。 
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夏
の
日
の
ま
す
ま
す
旺
水
み
く
じ 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
水
み
く
じ
が
、
こ
の
お
句
を
魅
力
的
に
し
て
い
ま
す
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・「
水
み
く
じ
」
は
涼
し
気
で
し
ゃ
れ
て
ま
す
ね
。 

洩
れ
る
ま
で
水
た
つ
ぷ
り
と
釣
忍 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
涼
し
さ
が
伝
わ
っ
て
来
そ
う
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
正
に
漏
れ
る
ま
で
で
す
ね
！
息
を
吹
き
返
し
て
い
る
よ
う
で
す 

飯
粒
の
残
り
目
高
に
こ
の
ご
時
世 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 
 

初
西
瓜
思
い
の
ほ
か
の
甘
さ
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
尾
花
沢
の
西
瓜
は
絶
品
だ
っ
た
。「
初
西
瓜
糖
度
の
高
き
当
た
り
年
」
で
も
。 

水
ナ
ス
の
鮮
や
か
な
色
飯
進
む 

   
   

    
  

た
だ
し
げ 

 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
色
の
鮮
や
か
さ
が
食
欲
を
鼓
舞
す
る 

向
日
葵
は
平
和
な
国
に
咲
い
て
こ
そ 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

弧
舟
選
者
・
・
・
ひ
ま
わ
り
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
花
。
ち
ょ
っ
と
つ
き
過
ぎ
か
。 

揚
羽
蝶
ラ
イ
ム
の
棘
の
鋭
さ
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

弧
舟
選
者
・
・
・
蝶
は
柑
橘
類
が
大
好
き
の
よ
う
だ
。 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
ラ
イ
ム
の
香
り
と
合
わ
せ
て 

西
洋
画
の
よ
う
な
景
が
浮
か
び
ま
す
。 

睡
蓮
を
つ
つ
く
緋
鯉
の
目
の
強
さ 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
目
の
強
さ
の
表
現
い
い
で
す
。 

 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
緋
鯉
の
目
の
強
さ
に
着
眼
す
る
な
ん
て
！ 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・「
睡
蓮
」
と
「
緋
鯉
」
の
季
重
な
り
で
す
。 

 

一
点
句 

毛
虫
出
た
こ
れ
も
小
さ
な
命
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・「
毛
虫
来
る
」
が
い
い
。 

青
田
風
か
つ
て
伊
都
て
ふ
国
あ
り
し 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
糸
島
が
、
食
材
が
豊
か
な
だ
け
で
な
く 

古
い
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
こ
の
お
句
か
ら
知
り
ま
し
た
。 

母
好
む
緩
き
は
つ
た
い
練
つ
て
を
り 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

正
明
さ
ん
・
・
・
ハ
ッ
タ
イ
粉
を
練
る
感
触
と
麦
の
薫
り 

懐
か
し
い
昔
で
す
。 

風
鈴
で
お
客
出
迎
え
伊
香
保
か
な 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
風
鈴
が
夏
ら
し
く
て
い
い
で
す
。 

青
楓
出
湯
の
瀬
戸
の
音
高
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
瀬
戸
に
は
こ
う
し
た
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
し
ょ
う
。 

新
盆
で
戒
名
読
め
ず
ス
マ
ホ
出
し 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・ 

戒
名
の
読
み
方
は
難
し
い
時
も
あ
り
、
理
解
で
き
る
。 

七
夕
や
世
界
の
平
話
祈
念
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
同
感
で
す
。 

白
南
風
に
火
箸
ふ
う
り
ん
四
重
奏 

 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
白
南
風
に
鳴
る
明
珍
の
四
本
の
火
箸
風
鈴
の
涼
や
か
な
音
色
は
心
に
沁
み
ま
す
。
四
重
奏
が
良
い

で
す
ね
。 

 
 
 

 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・「
白
南
風
」
と
「
火
箸
風
鈴
」
の
季
重
な
り
で
す
ね
。 

夕
闇
の
迫
る
葎
や
猫
の
声 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 
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五
郎
太
さ
ん
・
・
ど
こ
に
で
も
あ
る
景
で
す
が
、
上
手
で
す
ね
。 

サ
ン
グ
ラ
ス
夜
目
遠
目
に
も
似
た
る
か
な 

 
 
 

亜
也 

 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
中
七
の
〝
夜
目
遠
目
〟
が
面
白
い
佳
句
。 

生
涯
を
非
戦
に
生
き
て
浴
衣
掛 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
重
い
課
題
に
向
き
あ
い
な
が
ら
も
日
常
は
、
さ
ら
り
と
し
た
姿
が
好
ま
し
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
▣ 

▣ 

▣ 

▣ 

▣ 

▣ 

【
次
回
青
葉
会
】 

次
回
青
葉
会
は 

八
月
二
十
八
日
（
木
） 

残
暑
厳
し
い
中
で
す
の
で
「
誌
上
句
会
」
と
致
し
ま
す
。 

 

八
月
句
会
日
（
選
句
表
配
信
日
）：
八
月
二
十
八
日
（
木
） 

 
 
 

ご
出
句
締
切
日
：
八
月
二
十
三
日
（
土
）
中 

 
 

 

選
句
締
切
日
：
九
月
六
日
（
土
）
中 

 
 

 
 

※
ご
出
句
数
は 

日
頃
句
会
に
ご
出
席
の
方
は
い
つ
も
と
同
じ
５
句
、
ご
投
句
の
方
は
２
句
か
ら
３
句
を
目
途

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
、
と
ご
出
句
数
が
多
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
も
、
５
句
ま

で
は
、
受
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

 

 

九
月
青
葉
会
（
九
月
二
十
五
日
）
は 

通
常
通
り
の
句
会
と
な
り
ま
す
。 

場
所
：
世
田
谷
区
施
設 

三
軒
茶
屋 

し
ゃ
れ
な
あ
ど 

６
階
：
部
屋
名
「
ビ
ー
ナ
ス
」
午
後
一
時
か
ら
で
す
。 

ご
出
句
締
切
日
：
九
月
二
十
日
（
土
）
中 

 
 

ご
出
句
に
つ
い
て
：
当
季
雑
詠
：
句
会
出
席
予
定
の
方
は
５
句
。 

ご
投
句
の
方
は
２
句
を
目
途
に
。 

 
 

§
§
§
§
§ 

【
青 

葉 

会 

報
】 

一
、 

七
月
句
会
は
、
猛
暑
の
予
想
か
ら
、
皆
様
の
ご
了
解
を
い
た
だ
き
誌
上
句
会
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
本
当
に
良
か
っ
た
！
と
思
え
る
酷
暑
の
日
々
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
も
皆
様
に

は
概
ね
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
ご
様
子
で
、
ご
出
句
締
め
切
り
、
そ
の
後
の
選
句
締
め
切
り
も
恙
な

く
こ
な
し
て
頂
き
、
少
し
ば
か
り
早
め
の
句
会
報
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
尋
常
で

は
な
い
気
候
の
な
か
、
ご
協
力
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ご
協
力
と
云
え
ば
、
ひ
と
つ
、
天
牛
さ
ん
が
お
体
調
を
崩
さ
れ
七
月
半
ば
に
ご
入
院
、
そ
の
後
２
週

間
で
ご
退
院
さ
れ
今
は
お
元
気
で
お
過
ご
し
と
拝
察
い
た
し
ま
す
が
、
ご
入
院
さ
れ
た
時
、
す
ぐ
に

お
電
話
を
頂
戴
し
、
締
め
切
り
を
心
配
す
る
ま
で
も
な
く
ご
投
句
も
頂
戴
で
き
、
そ
の
後
の
選
句
も

お
届
け
す
る
と
即
ご
連
絡
あ
り
、
全
く
滞
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
病
床
か
ら
の
ご
連
絡
は
、

当
初
は
お
声
か
ら
不
安
を
覚
え
ま
し
た
が
、
選
句
の
ご
連
絡
で
は
、
そ
の
３
日
後
に
は
ご
退
院
と
予

定
が
決
ま
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
い
つ
も
の
お
元
気
な
お
声
で
、
そ
の
ご
様
子
も
知
る
こ
と

が
で
き
、
た
い
へ
ん
有
難
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ふ
た
つ
め
、
康
敏
さ
ん
が
選
句
を
お
送
り
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
、
流
石
の
こ
の
気
候
で
体
調
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を
崩
さ
れ
近
々
精
密
検
査
の
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
後
は
伺
え
て
お
り
ま
せ
ず
、
こ
の
会

報
を
ご
覧
い
た
だ
け
て
い
る
と
有
難
い
が
、、
と
気
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
お
二
方
と
も
に
卒
寿
を
超
え
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
遅
滞
な
き
ご
提
出
へ
の
ご
努
力
に
頭
が

さ
が
り
ま
す
。
茲
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

句
会
結
果
は
、
ご
覧
の
と
お
り
で
、
忠
彦
さ
ん
が
十
三
点
を
獲
得
。
八
点
が
、
と
み
子
さ
ん
お
ひ
と

り
、
続
い
て
七
点
に
堂
哉
さ
ん
、
昇
さ
ん
と
お
二
人
が
続
き
ま
し
た
。 

今
回
は 

幾
分
わ
か
り
に
く
い
句
が
散
見
さ
れ
た
と
い
う
感
想
を
持
た
れ
た
方
も
居
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
分
、
ゆ
っ
く
り
と
心
に
触
れ
る
句
を
見
付
け
ら
れ
、
お
点
が
分
か
れ
た
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

全
ご
出
句
数
は
、
八
十
一
句 

う
ち
、
選
外
が
十
八
句
あ
り
、
点
が
入
ら
ず
に
勿
体
な
い
と
思
わ
れ

る
句
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
皆
様
の
お
目
に
触
れ
ず
に
あ
る
こ
と
が
残
念
で
す
。 

 

二
、 

弧
舟
選
者
近
詠 

 
 
 
 

前
略
と
草
々
の
間
や
落
し
文 

 
 
 
 

ア
ロ
ハ
着
て
風
の
機
嫌
を
伺
へ
り 

 
 
 
 

恋
蛍
源
氏
平
家
と
入
り
乱
れ 

 
 
 
 

か
は
ほ
り
の
日
暮
の
空
を
独
占
す 

 
 
 
 

夏
帯
を
叩
き
決
意
の
定
ま
れ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
、 

「
森
の
座
」
関
係
者
近
詠
は
、
今
回
は
お
休
み
を
頂
戴
い
た
し
ま
す
。 

  

令
和
七
年
八
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 


